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Agenda

1. 製造業の直面する課題

2. サービタイゼーションの考慮事項とクラウドの活用

3. お客様事例

4. AWSのご支援
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製造業におけるチャレンジ
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新しい利益源泉の創出 OEE の改善と
生産の最適化

サプライチェーンの
最適化による在庫削減

コンプライアンスの遵守と
知的財産の保護

データの開放と
洞察の活用

コスト削減

労働人口の不足、
スキルの空洞化

サステナビリティ

スマートプロダクト/SaaS
コト売りの文脈で重要
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モノ売りとコト売り（サービス売り）の違い
「コト売り」は、個客のニーズを把握し、パーソナライズした商品・サービスをソリューションとし
て提供するため、顧客体験を中心に考える必要がある

コト売り

ビジネスモデル

提供価値

差別化要因

マーケティング

販売（所有）

単品

価格、スペック、トレンド

マス

サブスクリプション（利用）

モノ＋サービス

ソリューション、ストーリー

パーソナル

顧客体験を中心に考える
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データ 製造時データ
（機種名/品番など）

利用者/利用時データ
（ユーザー/製品利用データ/3rd Party）
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顧客のロイヤリティ向上 と 事業プロフィットの向上

製品をスマート化する3つの目的
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• 自動運転、自動連携、
パーソナライズ化

• 出荷後の機能追加(OTA)

• 顧客の周辺課題の解決

• プラットフォーム/
エコシステムへの展開

1.コスト削減・効率化 2.差別化・価値向上

• 機械学習に基づく分析や
予知保全

3.新規事業/モデルの創出

• サブスクリプションや
使用量ベースなどの
新しい課金モデル

• 可視化、保守、診断、
遠隔制御

• 接続プラットフォームの
迅速な立ち上げと省力化

• 出荷後のセキュリティ修正
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製品+サービス提供の流れ
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保守・運用開発・製造企画 販売・設置

ハードウェア・
ソフトウェア調達

マーケティング・
販売

販売＆流通
チャネル

サービス開発＆マ
ネジメント

データ分析・活用

法規・規制
ビジネス
モデル検討

設置・設定・保守

サービス運用&改善

販売店・顧客サポートマーケット分析

サービス

デバイス

販売・顧客

ビジネス

エコシステム&パー
トナー

ユーザー体験をイメージして
素早くサービスを立ち上げる

顧客の声を聞いて継続的に
改善する

いかに使い続けて
もらうか

どんな顧客体験を
描くのか？

改善のサイクルを
いかに早く廻すか

自動化・省力化し
コストを抑えるか

お客様は誰か？ ビジネス拡大に対し
どうスケールするか

SaaS plus a Box

SaaS 
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スマートプロダクト推進上の課題
弊社セミナーでのアンケート結果
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経営層の理解/コミットメント

企画/構想

商流/ビジネスモデル設計

マーケティング

プライシング

営業評価項目の設計

技術検証/PoC

アーキテクチャ設計

サポート保守体制

サービスリリース後の継続的な改善

その他

特になし



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Agenda

1. 製造業の直面する課題

2. サービタイゼーションの考慮事項とクラウドの活用

3. お客様事例

4. AWSのご支援

8



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Amazonにおけるイノベーションの方程式

f  (innovation) = (org * arch) 
(mechanisms * culture)

組 織

アーキテクチャ

メカニズム

企業文化

Amazonは、DX の実現には、組織や文化、メカニズムといった技術以外の構成要素も非常に重要だ
と考えている
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企業全体の変革
製品開発モデル 顧客開発モデル

コンセプ
ト

開発 テスト 発売 顧客発見 顧客実証 顧客開拓 組織構築

ピボット

製品/サービス 完成品＋保守 ローンチ後も進化（バックログ）

プロセス ウォーターフォール/プロジェクトマネジメント アジャイル/プロダクトマネジメント

組織 ヒエラルキー/大規模 2 pizza/フルスタックチーム、カスタマーサクセス

人材 機械/組込エンジニア、工場作業者 ジョブ型、プロダクトマネージャ、SD

基盤(フィジカル) 工場 コネクテッドデバイス

基盤(デジタル) MES, ERP データ基盤、API、クラウド

KPI 売上 ARR、LTV、ユニットエコノミクス

ライフサイクル 数年 数週間～数カ月

エコシステム サプライヤー、バリューチェーン レイヤー/プラットフォーム、競合とも連携

文化 One way door Builder, Two way door

Organization

Mechanism

Architecture/
Data

Products /
Services

コト売り

＋
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Culture
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スマートプロダクト/SaaS plus a Boxの難しさ
製品開発モデル 顧客開発モデル

コンセプ
ト

開発 テスト 発売 顧客発見 顧客実証 顧客開拓 組織構築

ピボット

製品/サービス 完成品＋保守 ローンチ後も進化（バックログ）

プロセス ウォーターフォール/プロジェクトマネジメント アジャイル/プロダクトマネジメント

組織 ヒエラルキー/大規模 2 pizza/フルスタックチーム、カスタマーサクセス

人材 機械/組込エンジニア、工場作業者 ジョブ型 プロダクトマネージャ、SD

基盤(フィジカル) 工場 コネクテッドデバイス

基盤(デジタル) MES, ERP データ基盤、API、クラウド

KPI 売上 ARR、LTV、ユニットエコノミクス

ライフサイクル 数年 数週間～数カ月

エコシステム サプライヤー、バリューチェーン レイヤー/プラットフォーム、競合とも連携

文化 One way door Builder, Two way door

Organization

Mechanism

Architecture/
Data

Products /
Services
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Culture

＋

ハードウェアの開発/提供は残りつつも、
顧客価値を起点に機能を更新し続ける

2つの融合が必要
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企業全体の変革（組織）

製品開発モデル 顧客開発モデル

コンセプ
ト

開発 テスト 発売 顧客発見 顧客実証 顧客開拓 組織構築

ピボット

製品/サービス 完成品＋保守 ローンチ後も進化（バックログ）

プロセス ウォーターフォール/プロジェクトマネジメント アジャイル/プロダクトマネジメント

組織 ヒエラルキー/大規模 2 pizza/フルスタックチーム、カスタマーサクセス

人材 機械/組込エンジニア、工場作業者 ジョブ型 プロダクトマネージャ、SD

基盤(フィジカル) 工場 コネクテッドデバイス

基盤(デジタル) MES, ERP データ基盤、API、クラウド

KPI 売上 ARR、LTV、ユニットエコノミクス

ライフサイクル 数年 数週間～数カ月

エコシステム サプライヤー、バリューチェーン レイヤー/プラットフォーム、競合とも連携

文化 One way door Builder, Two way door

Organization

Mechanism

Architecture/
Data

Products /
Services

コト売り
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Culture

＋
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サービスビジネスに必要な組織/機能
「作って売る」組織から、「お客様とつながって改善し続ける」組織へ

お客様

自社

営業

コンタクト
センター

サービス
エンジニア

導入
コンサルタント

サービス事業企画
/開発

カスタマー
サクセス

パートナー
アライアンス

アプリ開発/保守

インフラ管理

データ分析

パートナー

パートナー製品企画

ソフトウェア
エンジニア

品質保証

ハードウェア設計

調達・生産

製造業の従来型組織
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組織: Two-Pizza Teams

意思決定のスピードを支える組織上の取決め

何を作るから
実行までの
全権限を持つ

主体性 と 自律性 を重視

“You build it, you run it”

小さく
それぞれが自律し

動ける組織
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プロダクトの専任チームでフローを最適化

プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

U
X
デ
ザ
イ
ナ
ー

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
者

テ
ス
ト
担
当
者

イ
ン
フ
ラ
担
当
者

運
用
と
サ
ポ
ー
ト

プロダクトチーム B

プロダクトチーム A

プロダクトチーム C

バックログ A

•ストーリー 1
•ストーリー 2
•ストーリー 3
•ストーリー 4

バックログ B

• ストーリー 1
• ストーリー 2
• ストーリー 3
• ストーリー 4

バックログ C

• ストーリー 1
• ストーリー 2
• ストーリー 3
• ストーリー 4

垂直型のチーム編成から、並列型に移行し自律したプロダクト開発に移行
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エコシステム：バリューチェーン構造とレイヤー構造
デジタル化により産業構造がバリューチェーンからレイヤー構造へシフトしている

ステージ1 ステージ2 ステージN
最終
消費者

レイヤー5

レイヤー4

レイヤー3

レイヤー2

レイヤー1

最終
消費者
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企業全体の変革（システム/データ）

製品開発モデル 顧客開発モデル

コンセプ
ト

開発 テスト 発売 顧客発見 顧客実証 顧客開拓 組織構築

ピボット

製品/サービス 完成品＋保守 ローンチ後も進化（バックログ）

プロセス ウォーターフォール/プロジェクトマネジメント アジャイル/プロダクトマネジメント

組織 ヒエラルキー/大規模 2 pizza/フルスタックチーム、カスタマーサクセス

人材 機械/組込エンジニア、工場作業者 ジョブ型 プロダクトマネージャ、SD

基盤(フィジカル) 工場 コネクテッドデバイス

基盤(デジタル) MES, ERP データ基盤、API、クラウド

KPI 売上 ARR、LTV、ユニットエコノミクス

ライフサイクル 数年 数週間～数カ月

エコシステム サプライヤー、バリューチェーン レイヤー/プラットフォーム、競合とも連携

文化 One way door Builder, Two way door

Organization

Mechanism

Architecture/
Data

Products /
Services

コト売り

17

Culture

＋
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保守・サポート、新サービス

データを中心に顧客と繋がり続けるスマート製品
製品・保守・販売部門がデータを共有し、製品を介した顧客とのつながりから収益を得る

保守情報品質管理データ

顧客データ

パートナー
3rd Party

機器データ

データの収集・保存・共有

エコシステムの構築

利用状況、機器データ

IoT製品、
Mobile、Web

マーケティング・販促

顧客属性、購買履歴、顧客の声

パーソナライズした提案顧客

他社製品・サービス

プラットフォーム提供、データ販売

遠隔制御、機能追加、
自動発注、課金モデル

18
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データ
収集

データ保存

データ処理・分析

活用

デバイス
制御

デバイス管理

アラート

業務支援
システム

Report/Dashboard
(故障予知・予測)

デバイス管理

データの収集・分析

リモート制御

Things

スマートプロダクトに必要な機能

19



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

データ
収集

データ保存

データ処理・分析

活用

デバイス
制御

デバイス管理

アラート

業務支援
システム

Report/Dashboard
(故障予知・予測)

デバイス管理

データの収集・分析

リモート制御

Things

• 多数のデバイスからの入力を処
理するスケーラビリティ

• デバイスの身元の証明

• 入力データを低レイテンシで処理
• 大量データを高スループットで処理

• 過去数十年のデータを保存でき
るキャパシティ

• データのバックアップ

• リアルタイムで可視化、通知
• 数年のデータを可視化
• オンデマンドで過去データを調

査

• 多数のデバイスを同時接続
• 低レイテンシ
• オフライン対応

• 数千台以上のデバイス状態を監視
• ファームウェア更新
• グループ管理

スマートプロダクトに必要な機能における課題

20
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データ
収集

データ保存

データ処理・分析

活用

デバイス
制御

デバイス管理

アラート

業務支援
システム

Report/Dashboard
(故障予知・予測)

デバイス管理

データの収集・分析

リモート制御

Things

AWS

IoT Core

AWS

IoT Core

AWS

IoT Core

AWS IoT

Analytics

Kinesis Video 

Streams

Amazon

DynamoDB
Amazon S3

AWS 

IoT Events 

AWS IoT Device 

Management

AWS IoT 

Device Defender

Amazon

SageMaker

Amazon 

QuickSight

AWS 

Lambda

すべてのサービスがスケーラビリティを考慮

AWSのスマートプロダクト関連サービス例
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ビジネス開発をサポート：サブスクリプション事業に必要なコンポーネント

22
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企業全体の変革（メカニズム）

製品開発モデル 顧客開発モデル

コンセプ
ト

開発 テスト 発売 顧客発見 顧客実証 顧客開拓 組織構築

ピボット

製品/サービス 完成品＋保守 ローンチ後も進化（バックログ）

プロセス ウォーターフォール/プロジェクトマネジメント アジャイル/プロダクトマネジメント

組織 ヒエラルキー/大規模 2 pizza/フルスタックチーム、カスタマーサクセス

人材 機械/組込エンジニア、工場作業者 ジョブ型 プロダクトマネージャ、SD

基盤(フィジカル) 工場 コネクテッドデバイス

基盤(デジタル) MES, ERP データ基盤、API、クラウド

KPI 売上 ARR、LTV、ユニットエコノミクス

ライフサイクル 数年 数週間～数カ月

エコシステム サプライヤー、バリューチェーン レイヤー/プラットフォーム、競合とも連携

文化 One way door Builder, Two way door

Organization

Mechanism

Architecture/
Data

Products /
Services

コト売り

23

Culture

＋
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顧客への価値提供と事業収益を継続するために必要な
プロダクトマネジメント

Project

• ある目的のもと、開始時期と終了時期が
定義された活動

• 管理対象はQCD：品質（Quality)、費用
（Cost)、納期（Delivery)

• 管理を中心としたプロセスがいくつか体
系化されており、それに則って活動を管
理することをプロジェクトマネジメント
と呼ぶ

Product

• 終了時期があらかじめ定められていない

• 価値を提案し続ける、終わりがないプロ
ダクトが理想

• 企画段階でプロダクトの終了時期を考え
ることはない

• プロジェクトを内包する概念。プロダク
トに新しい機能を追加するとき、その新
機能の企画から提供までのプロセスはプ
ロジェクト

スマートプロダクトやSaaSビジネスでは
プロダクトマネジメントが重要

出所：及川卓也・曽根原春樹・小城久美子「プロダクトマネジメントのすべて」



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

継続的な改善に向けて

25

AWSの活用
＋

組織的変革

DevOpsとは何か?

開発者 顧客

releasetestbuild

plan monitor

製品を届ける流れ

顧客の声を受ける流れ

ソフトウェア開発のライフサイクル

無駄やボトルネックを取り除き、
ライフサイクルを効率化・高速化

60x 
障害を削減

440x
コミットからデプロイまでの速度

30x
より頻繁なデプロイメント

44%
新機能の開発に
費やす時間の増加

効果

施策

• 継続的インテグレーショ
ン(CI/CD)

• マイクロサービス

• Infrastructure as 
Code(IaC)

• モニタリングとロギング

Source: Puppet 2017 State of DevOps Report
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KPI：サブスクリプションビジネスの構造
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収益増加 投資

継続的に顧客価値を高める事で、継続的に収益を伸ばす

ユーザ数の増加
ユーザ単価の増加

利用継続期間の増加 サービス「体験」の強化

顧客の「真の課題」を解決する

正しいKPIの把握

顧客メリット企業メリット

データ活用はキーの1つ

顧客分析・サービス強化
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KPI:収益の成長と利益の関係

27

売上成長率 + 営業利益率 ≧ 40%

成長率と利益の健全なバランスを測る指標

40%ルール

高い売上成長 営業利益率が多少低くても健全

売上成長が停滞 高い営業利益率が求められる
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KPI:ビジネスとしての健全性を測る
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ユニットエコノミクス

(1ユーザ辺りの採算性)

LTV (顧客生涯価値)

CAC (顧客獲得コスト )

＝

ユニットエコノミクスが高い = 少ないコストで価値ある顧客を獲得できている

ユニットエコノミクスが１以下 = ビジネスとして不健全な状態
通説では3以上が健全と言われている

製造業の限界利益に近い概念であるが、限界利益がモノベースなのに対して、
ユニットエコノミクスは顧客ベースで時間軸も考慮した概念となっている
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スマートプロダクトとスマート機器による新しい収益増加

UNOX社によるオーブンのスマートプロダクト化事例

UNOX社はイタリアの業務用オーブンの製造社

• 2015年にオンプレミス環境を使ったIoT化に取り組み、PoC段階で300台のオー
ブンを接続した

• AWS上に移行し、2022年現在、30,000台のオーブンが接続され、サーバーレ
スで複数のモバイル/Webアプリも提供中

• 8~9年間の耐用年数が求められる業務用オーブンでは、1年間の延長保証の代わ
りにインターネット接続を求めた初期のアプローチは成功せず、顧客の使用
データを元に様々な便利アプリケーションを提供することで接続を促した

• より良い使い方のレコメンデーション

• 複数台を利用する顧客向けに利用パターンや使用状況の分析

• 複数拠点で利用する顧客向けにレシピを同期配信

• 調理センター向けに生産能力を最適化するための調理/自動洗浄をスケジュールする
機能

• 利用が広がるに従いスケーラビリティが課題となりAWSへ移行

• AWSによる支援を受けAWS上でサーバーレスアーキテクチャに移行

• 利用データに基づきユーザーを分類する機械学習アルゴリズムを開発し、パーソナラ
イズしたリコメンデーションを提供可能

• 最新機種ではオーブン上のUIもWeb化し、Web/モバイルアプリケーションともUIの
同期が可能で、さらにChime SDKによりリモートアシスタント機能を有し、音声制御
も可能

• デジタル機能を新たな収益に

• 接続台数に応じた追加サービスと追加のデジタル機能に対する料金プランを設定
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EARTHBRAIN様：顧客視点DXを実現するスマートコンストラクション

建設生産プロセス全体を3次元データでつなぐソリューションにより、お客様のコト価値を向上
し、建設業の生産性・安全性・環境適応性の向上に貢献
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課題：

• 建設業における労働力不足は2025年には国内100万人超に

• 労働生産性の向上が急務だが、ICT建機の導入だけでは個
別プロセスの改善にとどまり、全体の生産性の向上は困難

• 他社製建機も混在する現場で、プロセス全体を貫くプラッ
トフォームによる生産性向上が必要

• ビジネスは素早く立ち上げグローバルに展開したい

解決のアプローチ：

• お客様視点で建設プロセス全体の生産性を向上させるス
マートコンストラクションソリューションを構築

• レトロフィットキットなどハードウェア活用による現場
データの見える化を建機や作業員の生産性向上、さらには
施工現場全体の最適化へ（SaaS plus a Box）

• AWS活用によりGDPR対応などグローバル展開の課題に対
応。マネージドサービスで高速・高頻度リリースを志向。
エンジニアの確保も容易に

• 3Dデータを中心としたプラットフォーム構築のために、
AWSのパートナーの先進ソリューションを活用

効果と今後の展開：

• サービス開始以来20,000現場以上で導入。現場の生産性を
20%以上改善

• 世界で20-40兆円と推定される土木DX市場へのビジネス展
開を目指す
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東芝デジタルソリューションズ様：音声AIソリューションのSaaSシフト

コンタクトセンターソリューションのSaaSシフトにより、新規ユーザーの獲得と既存ユーザー
への拡販を実現。同時に開発者の意識変革や開発サイクル短縮、SIビジネスへの知見適用を実現
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課題：

• コンタクトセンターの分散化・クラウド化が進みオンプレ
ミスでのソリューション提供の課題が顕在化（初期コスト
の高さ、運用コストの高さ、呼量の増減対応、音声認識エ
ンジンの固定化、等）

解決のアプローチ：

• Amazon Connectと「RECAIUSコンタクトセンタープラ
ス」を連携させることでコンタクトセンターソリューショ
ンのSaaS化を実現

• サービスをリリースした後の継続的な機能アップデートを
重視し、開発サイクルを短期化

• パートナー経由での販売など新しい売り方の仕組みを整備

• 従来中心であったSIビジネスとは売り方が異なるため、
ユニットエコノミクスなどSaaS企業が使用するKPIを導入

効果と今後の展開：

• 当初の目論見である小規模コンタクトセンターへの拡販が
進むとともに、中・大規模センターからの引き合いも増加

• 最新のクラウドでの開発により開発者の意識も変化。共通
アセットをSIビジネスへ活かす取り組みを開始

自動テキスト化
FAQレコメンド
応対品質評価
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実プロジェクトへのAWSのご支援の流れ (例)
変革への合意、ビジネス課題の抽出から設計運用の段階まで、様々な形でご支援が可能です

有償無償

企画・構想

課題抽出
・企画
・構想

設計・開発

設計・開発

運用保守

試験運用 運用・改善

技術検討
技術検
証・PoC

要件定義・
業務プロセス検討

Digital 
Innovation 
Program

Digital 
Transformati
on Workshop

セミナー/ 
Hands-on

Rapid 
Prototyping Architecture Workshop / Review

Office Hour

Professional Service

AWS Training

コミット
メント

変革の
メカニズム

理解

Executive
Briefing
Center
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Thank you!
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